
| ;

毛」Lβ几 」Gaぅ くだもうし0う .

チ(α )く Pく ∫(bヽ とな6P
F二 )λ C― 〔αンち]lfCa r plと

`ヽ

こう.

C「 なのでFキ ψ
lJ上 |ミ 均路

ιPFぷ
・
脅な

C`stt,Eと ろヽ′

∫に` =P■
・'あ

0こ と13上 ヨ
R寸 も

,

lllTI、|11.Fl= 1ヽ:1亀「をF:弘 cFA/警 liC_[ソli′
ノ
:…

貿ゑ
憑LttG洲

)ノ イλτ」::1::鳳ふ
~)

ゴ

あ て 三ゑ 〔 C)

`'f“ )重 P- 0
これより Cく bて

｀
ある.

一方t fhtc■
互
テ
■ と け 6ご 、  Cく てぃ≦じ (ノム)

thぐ EI(υ h C//t/)  =・・ヂ
`て

^)ゝ P(九 eォレ)       ‐

tっ c Ch,た )と ずのミ府ヒ′陛,こ ょリザιてh)→ frc)(И →～)

よザ(C)≧ P― Q
①′CDより ず(C)二 P これょり

'(Cπ
ちう。

合成円ミ数 噂 80fこ 書で つまり、(3。ず)(え )・ 9CJCオ
つ

ま基[|、 |? :ilIllよ
脚

て1義された邊んな颯数 )こ
うる

このとき、合成関数 0。 f fJ■ ■ず連続

ここ鴫 Qe■ tをたにとる

χハ→Q〔 h→
“)アだ1(%C″ )イぁぅ枷,IIゑ 〕t任 (た にとる

ナうく統/Lヵ ζナ〔χ̂)→ ザ〔αゝ (h→ 鯰)

路ら  t` f3。 ∫り〔λl)=
8〔

f″Lふ)~→ OCザ
ζ°))ミ 〔

8●
f)(^)(hブ a。 ゝ

a。 ゞ|さ Iぜ迎イな
場  (撃銭鋪態鋤 ナ、LttI上 の隊1孝立とぅも
tt)「 ズt″ 40J、 γ(く 聰 =)ザ Cへ )≦ ナ〔λく).● ヒtサ |さ 1上 Jtti増力Dで 'あ るこヽ|う ′

「 7fノ ‰ GJ χtく /2--9イ 〔れ)三 チCλヽ い  tヽ  卑ょ同f戯ウ  |`

これSt合ゎせ■重E且ご連塁という。
(2)・ケ1′ 為el γlく 4-議 f`Cア、)く ず〔力1)」 うヒtザ 11

卜  t、    、l 選事 チ〔λr)>∫
`‰

)」
ヽヽ  11

Iょ 建』ぜ養ご婆≧塾豊二塁L壁主ぞあるとt'う′

―

、

‐

‐

′

ノ

′

一
侮
誅
ド
」ｓ

マ
０

し

　

も

と ′ヽつ ″



|も

De喩 上の関数 fず
｀

ダIl■ ●D、 γlキ アこ⇒チ〔χ()キ ずじら)

tみ ft oこ さ、ザ lJ D上 デ 1鑓 |ぞ あるい )ヽ.

このともfぅ菫1副Q多叉■ ザ→ヒ 露<.

注 ザが 口明 工で霧 ム 津d風 ⇒ fは 1で 1対 |

メ塾嘔≧ユニ壺≧ 眠 L FBl lご 〔らЬ]上 の場噴 準調 な連イを鳴 数 千に対 し■p乾 鳴 淑 デ は■B眠

拒 )主 う躾二車議ず重外た員数で
｀
あも.(難よ 照理 ム22)

/ダ 初 等関1数

Q二 負 関数
s「ハχ t cosχ ノt・ ζ 森 ¥=|

③ゴ́
1)sヽ λきヽ〔‐登′+1上 ■

‐
ク藤義車二R」を力0、連紘 、ィ直ナ或[― |、 11

b

/′
イ

時
χ

|].

.壇亀

よ

　

　

　

′

ヒ

紀

ｅ

理

＝
ソ
　
　
つい

榊

犠

癬

、

χ

　

．■

η〕

ヽ
ノ
ー
Ｉ
Ｊ

Ｃ

　

　

ｌ
Ｊ

針

‐１

ヱ
″

亭

ｔ

孔
ヽ

χ
Ｅ

モ

鳴

　
ｊ

逆

χ

の
　

ど

，て

　
，９

た

ソ

　

０

　

　

■

萩

“
ｌ
Ｊ

韻

鮨
‐１

１

ヽ
ノ

２

餞

物
ｂ

ｌ

ヽ
ゝ

tゞ Cο 5ア

崎=C・5~lχ


	math1
	15/30
	16/30


